第１章　調査の概要

１．調査の目的

この調査は、本市にお住いの障がいのある人などに日常生活と社会生活の実態や福祉サービス等に対する意向等をお聞きし、平成30年度からの「岐阜市障害者計画」や「岐阜市障害福祉計画」等を策定するための基礎資料とすることを目的としています。

２．調査の期間

平成28年11月１日（調査基準日）から平成28年11月30日まで

３．調査の対象及び方法

	区　　分
	身体障がい

	
	視覚障がい
	聴覚等障がい
	言語等障がい
	肢体不自由
	内部障がい

	調査対象
	18歳以上の身体障害者手帳所持者

	調査方法
	調査対象を台帳等より抽出し、郵送により調査票を配布・回収


	区　　分
	知的障がい
	精神障がい
	指定難病
	手帳未所持
	障がい児

	調査対象
	18歳以上の
療育手帳
所持者
	18歳以上の
精神障害者
保健福祉手帳
所持者
	18歳以上の
特定医療費
（指定難病）
受給者証
所持者
	18歳以上の
障害者手帳等
未所持かつ
障害福祉ｻｰﾋﾞｽ
等受給者証
所持者
	18歳未満の
障害者手帳等所持者及び
未所持かつ

通所受給者証
所持者

	調査方法
	調査対象を台帳等より抽出し、郵送により調査票を配布・回収


４．回答の状況

	区　　　分
	身体障がい

	
	視覚障がい
	聴覚等障がい
	言語等障がい
	肢体不自由
	内部障がい

	配　布　数
	305
	289
	40
	984
	998

	回　収　数
	151
	130
	17
	501
	560

	有効回答数
	151
	130
	17
	501
	559

	有効回答率
	49.5％
	45.0％
	42.5％
	50.9％
	56.0％


	区　　　分
	知的障がい
	精神障がい
	指定難病
	手帳未所持
	障がい児
	合計

	配　布　数
	452
	449
	454
	57
	825
	4,853

	回　収　数
	244
	233
	256
	26
	383
	2,501

	有効回答数
	240
	232
	253
	26
	382
	2,491

	有効回答率
	53.1％
	51.7％
	55.7％
	45.6％
	46.3％
	51.3％


○本書における留意事項

・回答比率は、各設問の有効回答数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。なお、小数点以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が100.0％にならない場合があります。

・複数回答が可能な設問も、有効回答数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示しているため、回答比率の合計が100.0％を超える場合があります。

・無回答は排除して集計しているため、クロス集計の有効回答数（Ｎ）と単純集計の有効回答数（Ｎ）が合致しないことがあります。

※クロス集計とは、設問項目ごとに集計（単純集計）した上で、複数の設問項目を交差して並べ、図表を作成することにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。

・「聴覚等障がい」は聴覚・平衡機能障がい、「言語等障がい」は音声・言語・そしゃく機能障がいを示しています。

・「前回調査」は、本市が平成25年11～12月に実施した「第３次岐阜市障害者計画及び第４期岐阜市障害福祉計画策定アンケート調査」を示しています。

・「富山市調査」は、同格の中核市である富山市が平成25年８月に障がいのある人（手帳未所持者を除く。）2,344人を対象に実施した「富山市障害者計画・障害福祉計画アンケート調査」を示しています。

・「金沢市調査」は、同格の中核市である金沢市が平成25年12月に障がいのある人（指定難病患者、手帳未所持者を除く。）2,330人を対象に実施した「金沢市障害者計画・障害福祉計画アンケート」を示しています。

・「９．考察」における「市民意識調査」は、本市が平成28年11～12月に市民（住民基本台帳登録者）5,100人を対象に実施した「平成28年度市民意識調査」を示しています。なお、これと比較する「障害者等実態調査」は、この調査を示しています。
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